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見るのは、搬入されてからという極めてアクロバティッ
クな作業が要求されます。
　前回に引き続き、従来のジャンル別展示をやめ、様々
な作品や論文を混合させる展示に加え、今年度から新た
に導入した天井からのバナーと数個の壁付モニターによ
る変化に富んだ空間構成と、本展覧会のために特別に製
作した高さの異なる専用テーブルによる建築模型展示な
ど、さまざまな工夫をこらした取り組みを行いました。
また、作品のビハインド・ザ・シーンをより生き生きと
伝えるためのQRコードの導入を昨年に引き続き行い、観
客に楽しんでもらう仕掛けを施す展示にしました。その
ためもあって、評判もきわめてよく、来館者数は5,270
名と前年度より増加しました（前年度4,804名）。昨年度
から新たに始まった学部による顕彰制度、Geibun Prize 
23点と様々な分野の第一線で活躍するゲスト５名による
ゲスト賞16点も合わせて掲示することで、学生たちに
とっても大きな励みとなる展覧会になったと思います。
今後の芸術文化学部の展開を期待させるような展覧会に
なりました。
■運営組織
○富山大学芸術文化学部卒業・修了制作展実行委員会
顧　問：遠藤俊郎（富山大学長）、高橋正樹（高岡市長）
参　与：川村人志（高岡商工会議所会頭）
委員長：武山良三（富山大学芸術文化学部長）
副委員長：伊東多佳子（富山大学芸術文化学部准教授）
　　　　福田直之（高岡市市長政策部長）
委　員：西島治樹（富山大学芸術文化学部准教授）
　　　　宮崎晃一（公益財団法人高岡市民文化振興事業団事務局長）
　　　　大野洋靖（高岡市市長政策部文化創造課長）杉
　　　　森芳昭（高岡市教育委員会生涯学習・文化財課長）
　　　　村上隆（高岡市美術館長）
監　事：田村修一（富山大学芸術文化学部総務課長）
　　　　関野正弘（高岡市美術館副館長兼管理課長）
◯担当学芸員　宝田陽子（高岡市美術館主査学芸員）
○キュレーター委員会
顧　問：村上隆（高岡市美術館長）
委員長：伊東多佳子（富山大学芸術文化学部准教授）
副委員長：西島治樹（富山大学芸術文化学部准教授）
委　員：瀬尾千秋（高岡市美術館学芸課長）、宝田陽子 
（高岡市美術館主査学芸員）【展示計画班】上原雄史（富
山大学芸術文化学部教授）、高島圭史（同、教授）、内藤
裕孝（同、講師）、三宮千佳（同講師）【イベント班】萩
野紀一郎（同、准教授）、平田昌輝（同、講師）【プレス・
PR班】有田行男（同、准教授）、小川太郎（同、講師）
学生委員：松本真奈、寺島大貴、王柯翔（富山大学大学
院芸術文化学研究科２年）水口真佑、山口真奈、山田千晶、
（同、芸術文化学部造形芸術コース４年）、貝塚悠乃、高
橋由莉、高橋匠、堂端風伽、湯澤花菜、渡辺貫太、上杉
汐里（同、デザイン工芸コース４年）高橋里沙、高森美帆、
松崎真凜、山下斐子、村井美月、山岸夕莉（同、デザイ
ン情報コース４年）、山部浩樹、高橋智章、藤澤匠、吉
田葵、本林真奈（同、建築デザインコース４年）、広田
晴南、米沢空、濱田楓、國奥舞子、佐々木真美（同、芸
術文化キュレーションコース４年）吉田早希、和田穂波、
森岡志帆（同、造形芸術コース３年）樋口琴、栗井咲佳、
岡本仁美、水沢卓生、渡辺陽子、奥川夏音（同、デザイ
ン工芸コース３年）寺本真志帆、斎藤朱里、鈴木ひかり、
戸井田夏子、丸山桂林（同、デザイン情報コース３年）、
加味根みのり、田中聡一郎（同、建築デザインコース３
年）、井上あかり（同、芸術文化キュレーションコース
３年）
事務局：羽鳥良斉、魚津朋恵、新開左和子（富山大学芸
術文化学部総務課総務・研究協力チーム）、小林法子（高
岡市美術館主事）

